
謹賀新年
本年もよろしくお願い申し上げます

委員長が語る2013年の抱負と意気込み
　
巻
頭
の
井
手
憲
文
観
光
庁
長
官
と
の
新
春
対
談
で
菊
間
潤
吾

会
長
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
２
０
１
３
年
は
旅
行
業
に
お
け

る
「
価
値
創
造
元
年
」
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
舵
取
り
役

を
果
た
す
委
員
長
の
皆
様
に
新
年
の
抱
負
や
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
順
不
同
）
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当
特
別
委
員
会

は
、
昨
年
6
月
に

将
来
へ
向
け
た
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
事
業
の
あ

り
方
の
検
討
を
目

的
と
し
て
設
置
。
昨
年
中
に
現
状
認
識

と
課
題
の
検
証
を
経
て
、
課
題
解
決
に

向
け
て
優
先
順
位
、
方
法
等
を
整
理

し
、
各
委
員
会
で
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
検
討
、
策
定
を
終
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
中
に
は
す
で
に
実
行
に
移
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
、
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、
本
格

的
に
実
現
に
向
け
た
実
行
の
年
で
す
。

短
期
の
課
題
は
も
ち
ろ
ん
、
国
の
政
策

提
言
に
か
か
わ
る
よ
う
な
長
期
の
課
題

に
つ
い
て
も
、
運
動
論
と
し
て
テ
ー
マ

を
設
け
、
一
歩
も
二
歩
も
実
現
に
向
け

前
に
進
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
旅
行

会
社
に
よ
る
新
た
な
価
値
創
造
と
経
営

基
盤
強
化
に
向
け
、
各
委
員
会
と
と
も

に
、
業
界
一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返

る
と
海
外
旅
行
は

お
お
む
ね
好
調
な

年
で
し
た
。
9
月

以
降
の
領
土
問
題

に
よ
る
影
響
で
中
国
・
韓
国
方
面
へ
の

渡
航
激
減
が
あ
っ
た
も
の
の
、
記
録
的

な
夏
期
渡
航
者
数
増
加
な
ど
で
通
年
で

は
２
０
０
０
年
以
来
の
１
８
０
０
万
人

超
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
市
場
環
境
変
化
は
著
し
く
、
業
界

全
体
で
不
断
の
需
要
喚
起
策
が
必
要
で

す
。
今
年
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
で
は
、
3
つ
の
海

外
旅
行
推
進
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
方
面
へ
のBRA

N
D

　

U
SA

設
立
を
期
に
「
日
本
・
ア
メ
リ

カ
観
光
交
流
年
」
事
業
に
よ
る
推
進
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
観
光
促
進
協
議
会
（
略

称
：T
EA
M
  EU

RO
PE

）
が
中
心

と
な
り
推
し
進
め
る
欧
州
方
面
へ
の
渡

航
拡
大
、
そ
し
て
日
・
ア
セ
ア
ン
友
好

協
力
40
周
年
を
機
会
と
す
る
交
流
推
進

で
す
。

　

観
光
立
国
推
進

の
重
要
な
柱
で
あ

る
「
訪
日
外
国
人

観
光
客
」
の
拡
大

に
資
す
る
施
策
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
各
社
の
営

業
拡
大
の
た
め
の
基
盤
整
備
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
「
量
的
拡
大
」
の
み

な
ら
ず
「
質
的
向
上
」
が
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
推
進
に
お
け
る
国
策
的
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
の
「
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
」
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
「
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
認
証

制
度
」
を
新
た
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
良
質
な
旅
行
の
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
新
規
需
要
の
創
出
に
つ
い

て
は
、
（
昨
今
の
国
際
情
勢
の
動
向
に

鑑
み
て
、
）
「
日
・A

SEA
N

交
流
40

周
年
記
念
事
業
」
等
の
新
し
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
関
す
る
取
り
組
み
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
東

北
復
興
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
行
こ

う
よ
！
東
北
」
に

ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
内
旅
行
推
進
委
員
会
と
し
て
は
、
東

北
の
復
興
支
援
は
も
と
よ
り
、
国
内
旅

行
活
性
化
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
国
内

宿
泊
旅
行
の
拡
大
に
向
け
て
、
昨
年
3

月
策
定
し
た
「
新
・
国
内
宿
泊
旅
行
拡

大
推
進
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
「
も

う
一
泊
、
も
う
一
度
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
継
続
す
る
等
、
具
体
的
施
策
を
実
施

し
、
会
員
会
社
の
国
内
旅
行
の
更
な
る

拡
大
を
目
指
し
、
平
成
25
年
度
の
事
業

計
画
に
取
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
社
会
の

進
展
に
よ
っ
て
、

直
売
の
拡
大
、
ゼ

ロ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
や
オ

旅
行
業
の
価
値
創
造
に

向
け
た
実
行
の
年
に
！

政
策
検
討
特
別
委
員
会

田
川
博
己 

委
員
長

不
断
の
需
要
喚
起
策
が

重
要

海
外
旅
行
推
進
委
員
会

生
井
一
郎 

委
員
長

新
制
度
も
導
入
、良
質
な

旅
行
の
提
供
に
努
力

訪
日
旅
行
推
進
委
員
会

丸
尾
和
明 

委
員
長

活
力
あ
る
産
業
と
し
て
の

ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組
む

法
制
委
員
会

原

優
二 

委
員
長

国
内
宿
泊
旅
行
拡
大
の

具
体
策
を
実
施

国
内
旅
行
推
進
委
員
会

吉
川
勝
久 

委
員
長
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ン
ラ
イ
ン
旅
行
会
社
の
登
場
な
ど
、
旅

行
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し
て

い
ま
す
。
法
制
委
員
会
で
は
「
旅
行
業

法
制
度
研
究
部
会
」
を
、
昨
年
9
月
に

発
足
さ
せ
て
、
5
年
後
10
年
後
も
旅
行

業
が
活
力
あ
る
産
業
で
あ
る
た
め
の

ル
ー
ル
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
検
討
に

入
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
か
ら
も
何

れ
ご
意
見
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
何
卒
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
弁
済
の

認
証
の
実
態
と
課

題
の
把
握
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
本

年
は
、
引
き
続

き
、
厳
格
な
認
証
審
査
を
行
な
う
と
と

も
に
、
弁
済
制
度
や
ボ
ン
ド
保
証
制
度

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
業
界
の
信

頼
確
保
と
消
費
者
保
護
の
強
化
の
た
め

企
画
・
広
報
グ
ル
ー
プ
と
さ
ら
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な
消
費
者
啓

蒙
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
抱

負
と
し
て
は
消

費
者
の
皆
様
方

へ
の
利
便
の
向

上
、
啓
蒙
を
図
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
内
容
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
化
を
目
指

す
と
と
も
に
、
消
費
者
相
談
員
研
修
の

た
め
の
説
明
会
の
開
催
、
一
方
、
会
員

の
方
々
へ
は
「
お
客
様
か
ら
の
声
を
活

か
す
」
の
冊
子
作
成
と
と
も
に
、
全
国

各
地
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

「
苦
情
対
応
セ
ミ
ナ
ー
」
を
よ
り
業
務

に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
協
会
機

関
誌
「
じ
ゃ
た
こ

み
」
の
全
面
刷
新

と
月
刊
化
を
行

い
、
業
界
内
外
へ

の
情
報
発
信
体
制
を
拡
充
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
訪
日
旅
行
品
質
認
証
制
度
の

導
入
や
「
行
こ
う
よ
！
東
北
」
な
ど
観

光
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
、
政
策
検
討
特
別
委
員
会
に
よ
る
諸

課
題
解
決
に
向
け
た
提
言
な
ど
、
業
界

の
在
り
方
を
問
い
、
変
革
に
向
け
た
活

動
が
活
発
化
し
て
い
き
ま
す
。
広
報
委

員
会
で
は
、
多
面
的
な
広
報
展
開
に
よ

る
業
界
に
対
す
る
理
解
向
上
と
、
業
界

の
存
在
意
義
、
社
会
的
価
値
の
向
上
へ

と
ま
い
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災

か
ら
2
年
、
社
会

情
勢
は
め
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る

社
会
の
中
で
消
費
者
の
価
値
観
は
多
様

化
が
ま
す
ま
す
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

旅
行
業
経
営
委
員
会
で
は
、
「
経
営

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
を
通
じ
て
、
旅
行

業
経
営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
役

立
つ
情
報
の
提
供
、
人
材
の
育
成
や

ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連
の
税
制
改
正
等
、
制

度
改
善
、
整
備
に
向
け
た
働
き
か
け
な

ど
、
取
り
組
む
べ
き
さ
ま
ざ
ま
課
題
の

整
理
と
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
希
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
貢
献
委
員

会
と
し
ま
し
て

は
、
環
境
対
策
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
旅

行
な
ど
の
テ
ー
マ

を
中
心
に
旅
行
業
と
し
て
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
旅

行
業
の
社
会
的
地
位
の
向
上
は
、
業
界

に
と
っ
て
の
長
年
に
わ
た
る
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。
今
年
は
今
ま
で
以
上
に
社

会
貢
献
活
動
の
充
実
を
通
じ
て
各
社
が

Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
む
際
の
指
標
と
な
る

よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
一
年
間

の
研
修
業
務
全

般
を
顧
み
ま
す

と
、
研
修
業
務

を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
会
員
皆
様
方
が
研
修
を
受
講

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

会
員
の
皆
様
方
に
は
理
解
い
た
だ
け
た

年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
３
年
は
、
会
員
の
皆
様
が
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
で
あ
る

開
催
地
、
開
催
数
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
会
員
が
求
め
る
新
た
な
研
修
の

検
討
な
ど
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
の

旅
博
は
協
賛
各

社
、
会
員
各
社
、

出
展
者
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ

き
、
来
場
者
数
、
出
展
小
間
数
も
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
昨
年
同

様
、
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
国
際
商
談

会
・
旅
博
展
示
・
顕
彰
事
業
の
4
本
柱

で
の
開
催
を
決
定
し
て
お
り
、
一
層

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

２
０
１
３
年
は
〝
旅
で
示
そ
う　

日
本

の
元
気
〞
を
テ
ー
マ
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

の
基
本
事
業
の
一
つ
で
あ
る
旅
博
を
さ

ら
に
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
昨
年
以
上

の
内
容
で
の
開
催
を
目
指
し
、
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
旅
博
委
員
、

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
職

員
が
一
丸
と

な
っ
て
準
備

を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

厳
格
な
認
証
審
査
な
ど
通
じ

業
界
の
信
頼
確
保
に
努
力

弁
済
業
務
委
員
会

田
辺

豊 

委
員
長

業
界
の
社
会
的
価
値
向

上
に
資
す
る
広
報
を
！

広
報
委
員
会

高
橋
敦
司 

委
員
長

役
立
つ
経
営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
情
報
の
提
供
を

旅
行
業
経
営
委
員
会

石
川
邦
大 

委
員
長

満
足
度
の
高
い
研
修
業

務
を
さ
ら
に
検
討

研
修
・
試
験
委
員
会

東

良
和 

委
員
長

旅
行
業
な
ら
で
は
の

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」を
進
め
る

社
会
貢
献
委
員
会

平
林

朗 

委
員
長

旅
博
を
さ
ら
に
世
界
へ

ア
ピ
ー
ル

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
推
進
会
議

古
木
康
太
郎 

委
員
長

消
費
者
利
便
の
向
上
と
会
員

の
業
務
改
善
に
取
り
組
む

業
務
改
善
委
員
会

神
應

昭 

委
員
長



　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
各
支
部

長
か
ら
の
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
支
部
活
動
と
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す

支部長新春メッセージ
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昨
年
、
日
本
版

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
本
格
就

航
、バ
ン
コ
ク
線・

ホ
ノ
ル
ル
線
の
新

規
就
航
な
ど
、
新
千
歳
空
港
と
国
内
や

海
外
の
都
市
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
イ
ン
・
ア
ウ
ト
双
方
向
重
視
の
旅

行
需
要
を
促
進
す
る
行
政
や
関
係
団
体

の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
新
規
路
線
の
維
持
拡
大
を
は
じ

め
、
旅
行
業
界
団
体
と
し
て
存
在
感
を

示
す
べ
く
、
会
員
の
発
展
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
東
北
復
興

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
行
こ
う
よ
！

東
北
」
の
実
施
に
よ
り
、
東
北
全
県
の

受
入
側
と
旅
行
会
社
と
の
結
束
が
さ
ら

に
強
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
と
し
て
の
貢
献
度
を
確
実
に
す
る
た

め
に
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
も
う
一
歩
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
東
北
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
た

な
観
光
立
国
推
進

基
本
計
画
が
定
め

ら
れ
、
官
民
に
よ

る
意
見
交
換
を
通
じ
て
旅
行
業
に
関
わ

る
課
題
の
情
報
共
有
、
訪
日
旅
行
担
当

の
若
手
・
実
務
者
等
の
交
流
、
広
域
観

光
・
地
域
活
性
化
の
理
解
等
を
図
り
ま

し
た
。
今
年
も
、
現
場
の
意
見
を
活
か

し
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
公
正
で
良

好
な
関
係
構
築
に
よ
り
、
お
客
様
の
信

頼
に
応
え
得
る
現
場
づ
く
り
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進
、
風
評
被
害
払
拭

等
に
努
め
、
官
公
庁
と
の
連
携
な
ど
に

よ
り
課
題
解
決
、
活
性
化
を
図
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
消
費
者

向
け
旅
行
需
要
喚

起
イ
ベ
ン
ト
や
人

材
育
成
・
研
修
な

ど
、
会
員
企
業
の
業
務
に
資
す
る
事
業

を
一
層
充
実
し
、
中
部
地
域
を
代
表
す

る
旅
行
業
団
体
と
し
て
、
需
要
喚
起
や

人
材
育
成
を
関
係
団
体
・
機
関
と
と
も

に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
当
支
部
地
区
委
員
会
に
て

観
光
地
の
環
境
美
化
活
動
を
展
開
し
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
先
頭
に
立
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
関
西
国

際
空
港
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ

専
用
の
第
2
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
開
業
。

今
年
は
空
港
新
時
代
に
相
応
し
い
関
西

で
の
Ｖ
Ｗ
事
業
と
し
て
、
関
空
旅
博
へ

の
運
営
協
力
や
従
業
員
向
け
の
情
報
提

供
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行

う
ほ
か
、
国
内
旅
行
や
訪
日
旅
行
の
振

興
、
消
費
者
相
談
に
つ
い
て
も
社
員
教

育
や
外
部
関
係
者
を
交
え
た
検
討
会
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
消
費
者
啓
蒙
や
サ
ポ
ー

タ
ー
づ
く
り
な
ど
を
行
い
、
新
し
い
旅

は
関
西
か
ら
の
心
意
気
で
支
部
活
動
の

活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
は
大
河
ド

ラ
マ
「
平
清
盛
」、

岩
国
錦
帯
橋
空
港

開
港
、
ア
ジ
ア
路

線
増
便
等
を
通
じ
、
観
光
振
興
に
お
け

る
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
へ
の
期
待
を
、
強
く
感
じ

る
1
年
で
し
た
。
各
自
治
体
と
も
連

携
し
、
広
島
空
旅（
1
月
）の
実
施
や
、

愛
媛
松
山
産
業
ま
つ
り
（
11
月
、
愛
媛

地
区
委
員
会
）
へ
の
参
画
。
今
年
も
、

瀬
戸
内
海
や
世
界
遺
産
な
ど
、
観
光
資

源
を
多
数
持
つ
支
部
と
し
て
各
地
区
委

員
会
と
連
携
を
強
化
、
観
光
振
興
に
よ

る
交
流
を
促
進
し
、
地
域
活
性
化
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
は
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ

り
、
福
岡
・大
分
・

熊
本
各
県
の
観
光

地
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

九
州
の
魅
力
で
あ
る
美
し
い
自
然
と
豊

か
な
食
文
化
は
、
一
方
で
観
光
地
と
し

て
災
害
や
疫
病
な
ど
の
影
響
を
受
け
や

す
い
面
も
あ
り
、
業
界
の
社
会
的
役
割

や
責
任
を
再
認
識
し
ま
し
た
。今
年
も
、

会
員
会
社
や
行
政
・観
光
関
係
諸
団
体
、

関
係
業
界
の
ご
協
力・ご
支
援
の
も
と
、

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
ス
カ

イ
と
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
時

代
が
到
来
し
、
沖

縄
で
は
昨
年
、
日

本
発
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
完

成
と
新
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

の
建
設
着
工
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
那

覇
空
港
第
2
滑
走
路
の
増
設
も
予
定
さ

れ
て
お
り
、
将
来
は
地
理
的
な
優
位
性

と
人
的
交
流
を
活
か
し
た
ア
ジ
ア
と
の

連
携
拡
大
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
発
着
増
な

ど
を
通
じ
本
土
と
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
玄

関
口
と
し
て
、
沖
縄
の
持
つ
潜
在
力
が

日
本
全
体
の
観
光
需
要
を
喚
起
す
る
役

割
を
果
た
せ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

落
合

　周
次 
支
部
長

北
海
道
支
部

　

堀

好
治 

支
部
長

東
北
支
部

　

池
畑

孝
治 

支
部
長

関
東
支
部

　

髙
西

善
一
郎 

支
部
長

中
部
支
部

　

髙
橋

広
行 
支
部
長

関
西
支
部

　

岩
穴
口

一
夫 

支
部
長

中
四
国
支
部

　

野
口

　和
義 

支
部
長

九
州
支
部

　

東

　良
和 

支
部
長

沖
縄
支
部


